
Ｑ
、
映
画
や
コ
ン
サ
ー
ト
に
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

映
画
は
子
供
の
頃
か
ら
大
好
き
で
、

テ
レ
ビ
の
日
曜
洋
画
劇
場
で
名
作
の

数
々
を
観
ま
し
た
。
意
味
も
分
か
ら

な
い
な
が
ら
、
映
像
の
持
つ
力
や
未

知
と
の
出
会
い
に
魅
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
解
説
の
淀
川
長
治
さ
ん
の
サ

ヨ
ナ
ラ
３
回
が
週
末
の
〆
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
中
学
生
に
な
る
と
友
人

に
誘
わ
れ
『
小
さ
な
恋
の
メ
ロ
デ
ィ
』

の
公
開
や
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ

ト
』『
個
人
教
授
』
の
リ
バ
イ
バ
ル
な

ど
を
映
画
館
で
観
る
よ
う
に
な
り
、

入
職
後
、
映
画
サ
ー
ク
ル
に
入
り
、

　

Ｎ
Ｙ
の
国
連
本
部
で

開
催
さ
れ
て
い
た
核
兵

器
禁
止
条
約
の
交
渉
会

議
は
７
日
に
『
核
の
威

嚇
も
、
あ
ら
ゆ
る
実
験

も
禁
止
』
す
る
条
約
を
、
１
２
１
ヶ

国
以
上
が
参
加
し
て
成
立
さ
せ
ま
し

た
◆
核
兵
器
を
国
際
法
的
に
禁
止

す
る
条
約
が
初
め
て
成
立
し
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
唯
一の
被
爆
国
で

あ
る
日
本
政
府
は「
核
の
傘
が
大
事
」

と
交
渉
会
議
に
不
参
加
で
し
た
◆
核

兵
器
廃
絶
の
世
論
と
運
動
は
世
界
中

に
拡
が
っ
て
い
ま
す
。
日
本
政
府
を

核
兵
器
廃
絶
の
先
頭
に
立
つ
国
に
変

え
る
運
動
が
急
務
で
す
（
赤
子
）

　

毎
号
最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
、「
ふ
れ
で
り
っ
く
の
文
化
ガ
イ
ド
」。

81
年
4
月
か
ら
実
に
36
年
間
寄
稿
を
続
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ペ

ン
ネ
ー
ム
「
ふ
れ
で
り
っ
く
」
は
68
年
公
開
の
フ
ラ
ン
ス
映
画
『
個
人

教
授
』の
ヒ
ロ
イ
ン
の
名
前
だ
そ
う
で
す
。今
回
初
め
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
映
画
も
加
え
て
、
ま
す
ま
す
は

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
高
校
の
先
生
の

影
響
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
興
味
を
持
ち
、

入
職
後
、
先
輩
に
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
い
生
の
音
に
感
動
！
背
中
が
ゾ
ワ

ゾ
ワ
っ
と
す
る
の
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
特

有
の
快
感
で
す
ね
。
で
も
、
自
主
的

な
初
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
高
校
生
の
頃

の
八
幡
市
民
会
館
で
の
シ
ル
ヴ
ィ
・

バ
ル
タ
ン
か
も
。

Ｑ
、
好
き
な
ジ
ャ
ン
ル
は
？

　

人
間
を
き
ち
ん
と
描
い
た
映
画
で

す
。
観
た
後
「
人
間
っ
て
愚
か
し
い

け
ど
、
愛
お
し
い
」
っ
て
思
え
る
よ

う
な
。
加
え
て
映
像
表
現
、
構
成
力
、

音
楽
を
含
め
た
監
督
の
セ
ン
ス
で
選

び
ま
す
。

Ｑ
、
好
き
な
俳
優
は
？

　

面
食
い
な
の
で
、全
盛
期
の
ロ
バ
ー

ト
・
レ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
、
レ
ス
リ
ー
・

チ
ャ
ン
、
ジ
ョ
ニ
ー
・
デ
ッ
プ
。
日

本
で
は
、
椎
名
桔
平
。
デ
ビ
ュ
ー
当

時
か
ら
の
フ
ァ
ン
で
す
。
私
の
永
遠

の
銀
幕
の
ス
タ
ー
は
、
グ
レ
ー
ス
・

ケ
リ
ー
と
高
峰
秀
子
で
す
。

Ｑ
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
？

　

若
い
こ
ろ
は
前
述
の
３
本
。
そ
の

後
は
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
系
の
『
カ
オ
ス
・

シ
チ
リ
ア
物
語
』『
エ
ル・ス
ー
ル
』『
山

猫
』、
邦
画
で
は
断
然
『
浮
雲
』（
成

瀬
巳
喜
男
監
督
）
！

　

コ
ン
サ
ー
ト
へ
足
を
運
ん
だ
回
数

の
２
ト
ッ
プ
は
、
オ
フ
コ
ー
ス
時
代

を
含
め
た
小
田
和
正
と
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
仲
道
郁
代
。
二
人
の
紡
ぐ
音
と
音

楽
愛
と
聴
衆
へ
の
お
も
て
な
し
が
す

ば
ら
し
い
！
労
音
で
初
め
て
聴
い
た

楽
器
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
も
印
象
的
。

自
分
で
は
選
ば
な
い
音
楽
に
出
会
う

楽
し
み
と
驚
き
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
、
お
す
す
め
の
映
画
は
？

　

毎
月
の
ふ
れ
で
り
っ
く
に
書
く
イ

チ
オ
シ
で
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
観
な
い
よ

り
は
ず
っ
と
い
い
で
す
が
、
で
き
る

だ
け
映
画
館
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
浸
っ

て
観
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

Ｑ
、
寄
稿
の
き
っ
か
け
は
？

　

組
合
の
方（
確
か
故・中
園
哲
さ
ん
）

か
ら
「
書
い
て
み
な
い
？
」
と
言
わ

れ
て
。
映
画
サ
ー
ク
ル
の
宣
伝
が
目

的
で
し
た
。
み
な
さ
ん
忙
し
い
の
で

効
果
は
？
で
す
が
、「
感
動
へ
の
ガ
イ

ド
」
を
続
け
ま
す
。

  

映
画
と
音
楽
・
・
・
文
化
の
魅
力
を
伝
え
た
く
て

映
画
と
音
楽
・
・
・
文
化
の
魅
力
を
伝
え
た
く
て

文
化
ガ
イ
ド

ふ
れ
で
り
っ
く
の

ふ
れ
で
り
っ
く
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ふ
れ
で
り
っ
く
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

＊
イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

○
映
画
サ
ー
ク
ル
例
会

『
不
思
議
な
ク
ニ
の
憲
法
』（
'16
日
本
）

7
月
23
日（
日
）12
時
30
分
か
ら
ム
ー

ブ
で
上
映
。
15
時
か
ら
松
井
久
子
監

督
講
演
。
今
月
は
ム
ー
ブ
フ
ェ
ス
タ

市
民
企
画
と
し
て
一
般
チ
ケ
ッ
ト
も

（
前
売
９
０
０
円
）
あ
り
ま
す
。

○
映
画
館
（
タ
イ
ト
ル
の
み
）

『
パ
イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア

ン
／
最
後
の
海
賊
』『
メ
ア
リ
と
魔

女
の
花
』
昭
和
館
の
「
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
特
集
」
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
で
！

ミニ
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「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
国
連
会

議
」
第
二
会
期
が
、
６
月
15
日
か

ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
北
朝
鮮
や
中
東

を
め
ぐ
る
核
保
有
国
同
士
の
対
立

は
、
核
兵
器
禁
止
が
急
務
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
１
発
で
も

使
わ
れ
れ
ば
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら

す
核
兵
器
は
、
完

全
に
廃
絶
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

３
月
の
第
一
会

期
の
議
論
を
受

け
、
エ
レ
ン
・
ホ

ワ
イ
ト
議
長
は
、

５
月
22
日
に
条
約

草
案
を
提
示
し
ま

し
た
。

　

草
案
は
、
前
文

で
「
核
兵
器
が
二

度
と
使
用
さ
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う

あ
ら
ゆ
る
努
力
を

す
る
」
こ
と
を
強

調
し
、「
核
兵
器

使
用
の
被
害
者
（
被
爆
者
）
と
核

実
験
の
被
害
者
の
苦
難
に
留
意
す

る
」
と
述
べ
、「
核
兵
器
の
開
発
、

製
造
、
取
得
、
所
有
、
貯
蔵
、
移

転
、
使
用
な
ど
を
禁
止
す
る
」
画

期
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

被
爆
国
日
本
は
条
約
不
参
加

　

７
月
７
日
に
条
約
が
採
択
さ

れ
、
秋
に
始
ま
る
国
連
総
会
に
結

果
が
報
告
さ
れ
ま
す
。
今
、
核
保

有
国
は
、
こ
の
条
約
に
反
対
し
、

条
約
交
渉
に
参
加
し
て
い
ま
せ

ん
。
日
本
は
、
唯
一
の
被
爆
国
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
不
参
加
で

す
。

　

世
界
１
２
２
ヶ
国
以
上
の
政
府

代
表
と
市
民
代
表
が
、「
核
兵
器

廃
絶
」
条
約
締
結
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
世
界
の
圧
倒
的
多
数
の
世

論
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
締
結
に

動
き
始
め
ま
し
た
。

署
名
と
行
動
で
廃
止
へ
の
一
歩
を

　

８
月
７
日
〜
９
日
は
長
崎
で
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
は
、

６
日
〜
８
日
に
取
り
組
ま
れ
、
７

日
は
、
北
九
州
市
を
通
過
し
ま

す
。
新
た
な
核
兵
器
禁
止
署
名
も

取
り
組
ま
れ
ま
す
。
平
和
へ
の
願

い
を
こ
め
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
思

い
を
届
け
ま
し
ょ
う
。

　

６
月
16
日
（
金
）
に
小
倉
北
（
第

二
）
庁
舎
で
小
倉
北
区
協
議
会
と

水
道
評
議
会
は
「
残
業
実
態
調

査
」
を
共
同
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

小
倉
北
（
第
二
）
庁
舎
に
は
正

規
・
非
正
規
、
民
間
職
員
な
ど
、

約
１
７
０
０
人
が
働
い
て
い
る
そ
う

で
す
が
、
18
時
〜
21
時
ま
で
に
計

２
８
６
人
の
職
員
が
残
業
？
を
終

え
帰
宅
し
て
い
き
ま
し
た
。

短
時
間
は
無
届
け
が
常
識
？

「
調
査
」
は
18
時
か
ら
始
め
、
8

階
か
ら
『
お
疲
れ
さ
ま
。
ご
苦
労

さ
ま
』
と
声
を
か
け
な
が
ら
、
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
と
ア
メ
を
配
り
、

職
場
に
在
庁
し
て
い
る
人
数
を
調

査
し
て
、
南
側
玄
関
の
宿
直
室
前

で
ア
ン
ケ
ー
ト
の
提
出
を
お
願
い
し

な
が
ら
、「
退
勤
登
録
」
を
し
た

人
（
し
な
か
っ
た
人
）
を
カ
ウ
ン
ト

し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
２
８
６
人
の
退
庁

者
の
内
、
そ
の
場
で
退
勤
登
録
を

し
な
か
っ
た
職
員
は
１
７
０
人
で
、

無
届
け
（
サ
ー
ビ
ス
）
残
業
者
の

割
合
は
平
均
で
59
％
、
19
時
ま
で

の
1
時
間
で
は
67
％
の
職
員
が
残

業
申
請
も
行
わ
ず
、
何
故
か
職
場

に
留
ま
っ
て
い
た
？
こ
れ
は
本
庁
を

遥
か
に
上
回
る
状
況
で
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

Ｑ
１　

 

残
業
は
１
０
０
％
申
請

で
き
て
い
ま
す
か
？

●
平
均
で
は
半
数
以
上
が
１
０

０
％
の
申
請
は
出
来
て
い
な
い
と
答

え
て
い
ま
す
。
ま
っ
た
く
申
請
で
き

て
い
な
い
と
回
答
し
た
人
も
若
干

で
す
が
い
ま
す
。

◆
無
届
残
業
を
所
属
長
が
放
任

（
残
業
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
見

ぬ
ふ
り
）
し
て
い
れ
ば
、
黙
示
の
残

業
で
す
。

残業申請できていますか　％
女 男 北区水道

100％申請
できる 52 49 45 62

時 申々請
できない 44 38 45 31

まったく申請
できない 0 8 5 0

その他・
無回答 4 5 5 7

Ｑ
１
の
２　

 

申
請
で
き
な
い
理
由

は
何
で
す
か
？

●
全
体
で
は
、
申
請
で
き
な
い
と

回
答
し
た
人
の
16
％
が
「
自
分
の

責
任
」
9
％
が
「
申
請
し
づ
ら
い
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

◆
記
述
で
は「
申
請
が
め
ん
ど
う
」

「
短
時
間
だ
か
ら
」
と
の
回
答
と

と
も
に「
申
請
を
上
司
が
嫌
が
る
」

「
19
時
ま
で
は
残
業
と
し
て
取
扱

い
で
き
な
い
」
と
不
当
労
働
行
為

と
思
わ
れ
る
記
述
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
２　

 

早
出
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？

●
女
性
の
半
数
と
、
区
役
所
の

45
％
が
、
そ
し
て
上
下
水
道
の

31
％
が
早
出
す
る
こ
と
が
あ
る
と

回
答
、
女
性
に
至
って
は
13
％
が
よ

く
早
出
を
す
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

早出する時間帯は　％
女 男 北区水道

5時台 4 3 5 0

6 時台 4 3 5 10

7 時台 40 21 40 20
その他・
無回答 52 73 50 70

Ｑ
２
の
２　

 

早
出
を
す
る
時
間
帯

は
い
つ
頃
？

●
早
出
を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
答

え
た
人
の
81
％
が
７
時
台
で
し
た

が
、
中
に
は
５
時
台
に
出
勤
し
て
い

る
職
員
も
い
ま
す
。

◆
早
出
を
し
て
い
る
職
員
の
職
場

の
所
属
長
は
、
業
務
の
実
態
を
早

急
に
把
握
し
、改
善
す
べ
き
で
す
。

核兵器をなくし平和な世界を核兵器をなくし平和な世界を

５
時
台
の
早
出
も
無
届
け
残
業
？

５
時
台
の
早
出
も
無
届
け
残
業
？

人
事
委
員
会
も
調
査
し
是
正
勧
告
す
べ
き



　

７
月
29
日
（
土
）
に
、
第
29

回
全
国
自
治
体
軟
式
野
球
九
州

予
選
大
会
が
北
九
州
市
民
球
場

に
て
行
わ
れ
ま
す
。
3
年
に
1

度
の
地
元
開
催
と
い
う
こ
と
で
、

選
手
一
同
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
高
校
野
球
地
区
大
会

が
開
幕
し
、
連
日
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
校
球

児
に
負
け
ず
、
十
何
年
ぶ
り
の

全
国
大
会
出
場
に
向
け
て
が
ん

ば
り
ま
す
の
で
、
是
非
市
民
球

場
に
足
を
運
ん
で
下
さ
い
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
月
の
６
・９
行
動
は
６
日（
木
）

の
夕
方
、
朝
倉
で
は
大
雨
に
よ
る

被
害
が
出
て
い
ま
し
た
が
、
北
九

州
も
雨
。
３
ヶ
月
連
続
で
雨
の
中

の
行
動
と
な
り
ま
し
た
。
戦
争
体

験
者
で
し
ょ
う
か
、
高
齢
の
男
性

５
名
が
署
名
に
応
じ
て
下
さ
い
ま

し
た
◆
７
月
７
日
に
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
国
連
本
部
で
、
核
保
有
５

カ
国
や
核
の
傘
に
依
存
す
る
日
本

な
ど
が
不
参
加
の
中
「
核
兵
器
禁

止
条
約
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

前
文
に
は
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
受
け

入
れ
難
い
苦
し
み
に
留
意
す
る
・・
」

と
い
う
文
言
も
組
み
込
ま
れ
て
い

ま
す
◆
こ
の
条
約
の
実
効
性
を
少

し
で
も
す
す
め
る
た
め
に
も
、
今

後
も
署
名
に
取
り
組
み
、
ヒ
バ
ク

シ
ャ
の
声
を
国
際
社
会
に
届
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
次
回
は
８
月
８

日
鴎
外
橋
横
で
す
。

催
し
も
の
情
報

９条の会９条の会

　

今
年
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、

安
倍
政
権
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る

「
働
き
方
改
革
」
の
問
題
点
を
指

摘
す
る
と
言
う
だ
け
で
な
く
、
そ

も
そ
も
「
人
間
ら
し
い
働
き
方
と

は
」「
私
た
ち
が
目
指
す
働
き
方

と
は
」
と
言
う
視
点
で
開
催
い
た

し
ま
す
。

取
り
戻
そ
う
生
活
時
間

取
り
戻
そ
う
生
活
時
間

　

労
働
基
準
法
で
は
、
一
日
８
時

間
、
週
40
時
間
の
働
き
方
が
基
本

で
す
。
私
た
ち
は
、
そ
こ
か
ら
い

か
に
し
て
時
短
を
進
め
て
い
く
の

か
が
重
要
で
す
。
こ
の
原
点
に
立

ち
返
り
、
人
間
ら
し
い
働
き
方
、

家
族
的
責
任
を
果
た
せ
る
働
き
方

に
つ
い
て
参
加
者
と
一
緒
に
考
え

る
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

色
々
な
分
野
の
働
き
方

色
々
な
分
野
の
働
き
方

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
、
公
務
・
医

療
・
教
育
・
自
営
業
・
製
造
業
な

ど
の
分
野
で
働
く
職
場
か
ら
働
き

方
に
つ
い
て
職
場
の
実
態
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
労
働
時
間
の

管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

労
働
基
準
法
は
守
ら
れ
て
い
る
の

色
々
な
分
野
で
の
実
態
も
報
告
さ

れ
ま
す
。

  

講
師
に
は
、
福
岡
六
本
松
総
合

法
律
事
務
所
の
弁
護
士　

井
下
顕

先
生
が
、
私
た
ち
が
目
指
す
働
き

方
に
つ
い
て
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
ふ

ま
え
て
縦
横
無
尽
に
語
り
ま
す
。

７
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
か
ら
17
時
30
分

講
師　

井
下　

顕　

先
生

　
　
　
　
（
労
働
弁
護
団
弁
護
士
）

場
所　

男
女
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

ム
ー
ブ　

大
セ
ミ
ナ
ー

主
催　
　
　
　

北
九
州
労
健
連

―
７
月
―

●
17
日
（
月
）
～
20
日
（
木
）

　
【
国
民
平
和
大
行
進
】

　

北
九
州
通
過

《
広
島
→
長
崎
コ
ー
ス
》

17
日
（
月
）
門
司
→
小
倉
・
18

日
（
火
）小
倉
（
中
央
図
書
館
）

→
戸
畑
・
19
日
（
水
）戸
畑
（
荒

手
バ
ス
停
）
→
黒
崎
・
20
日

（
木
）
黒
崎
→
折
尾

《
宮
崎
→
長
崎
コ
ー
ス
》

16
日
（
日
）
下
曽
根
→
小
倉

（
中
央
図
書
館
）

《
若
松
コ
ー
ス
》

19
日
（
水
）
若
松
区
役
所
→

若
松
イ
オ
ン

―
８
月
―

●
５
日
（
土
）
～
６
日
（
日
）

【
原
水
禁
世
界
大
会
・
広
島
】

●
７
日
（
月
）
～
９
日
（
水
）

【
原
水
禁
世
界
大
会
・
長
崎
】

●
７
日
（
月
）

【
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
】

　

北
九
州
市
通
過

昨年の唐津との試合の様子

応
援
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
！

応
援
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
！

第２９回全国自治体野球第２９回全国自治体野球
大会九州予選大会九州予選 in 北九州in 北九州

 

北
九
州
労
健
連
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル・7
月
29
日
（
土
）
14
時
か
ら

「
人
間
ら
し
い
働
き
方 

家
族
的
責
任
を
果
た
す
働
き
方
」

労
働
組
合
の
活
動
な
し
に
安
全
衛
生
い
の
ち
と
健
康
は
守
れ
な
い

市
職
労
役
員
選
挙

７
月
27
日
（
木
）
ま
で

一
人
漏
れ
な
く
投
票
を
！



ケッちケッちゃんのんの

こちら貸切状態の大浴場。小浴場
は洗い場込みで３畳ほど。独りで
入りたい方にお勧め。

秘湯迷湯秘湯迷湯
そぞろあるきそぞろあるき

202

熊本県阿蘇郡南小国町満願寺

満願寺温泉　　
「共同浴場」
☎0967-42-1444
(観光協会)

　

１
年
と
３
ヶ
月
ぶ
り
に
満
願
寺

温
泉
へ
出
か
け
て
き
ま
し
た
ば
い
。

共
同
湯
が
建
て
替
え
ら
れ
た
と
の

話
を
年
明
け
に
聞
い
と
っ
た
の
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
行
け
ず
じ
ま
い

で
し
た
。

　

こ
こ
満
願
寺
温
泉
は
名
前
の
元

と
な
っ
た
13
世
紀
に
北
条
氏
が
建

立
し
た
満
願
寺
よ
り
も
、
川
に
面

し
た
通
り
か
ら
丸
見
え
の
川
湯
が

有
名
。あ
、
今
回
は
共
同
湯
が
目
的

で
し
た
。以
前
は
２
階
建
の
四
角

い
建
物
で
し
た
が
、
寄
棟
の
木
造

平
屋
建
て
。

　

さ
て
親
子
５
人
で
千
円
也
を
入

口
の
賽
銭
箱
へ
。廊
下
の
両
側
に

引
き
戸
が
４
つ
。手
前
が
そ
れ
ぞ

れ
男
湯
、
奥
が
女
湯
。向
っ
て
左
手

が
大
浴
場
。右
手
が
小
浴
場
。貸
切

状
態
な
の
で
大
浴
場
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。洗
い
場
６
畳
、
浴
槽
が
６

畳
と
言
っ
た
と
こ
ろ
か
。高
い
天
井

に
太
い
小
国
杉
の
梁
。適
温
で
柔

ら
か
い
湯
が
並
々
と
溢
れ
よ
り
ま

す
。娘
三
人
は
嫁
さ
ん
が
一
手
に
引

き
受
け
て
く
れ
と
り
ま
す
の
で
実

に
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
せ
ま
す
。洗

い
場
の
床
は
砥
石
が
張
っ
て
あ
り
、

包
丁
を
研
ぐ
の
に
い
い
感
じ
で
す
。

冗
談
で
す
、
持
ち
込
ん
で
は
い
け

ま
せ
ん
。

　

男
湯
と
女
湯
の
間
に
大
き
な
黒

板
が
。忘
れ
物
と
預
か
り
先
が
書

い
て
あ
る
。休
憩
室
で
待
っ
て
い
る

と
チ
ビ
共
が
出
て
き
た
。長
女
が
、

以
前
、
川
湯
に
入
っ
た
話
を
始
め

る
と
、
き
か
ん
坊
の
三
女
が
川
湯

に
入
る
と
言
い
出
し
、
さ
あ
大
変
。

な
ん
と
か
な
だ
め
ま
し
た
が
、
お

蔭
で
次
回
も
満
願
寺
？ 

建
替
え
の
噂
聞
き
つ
け
満
願
寺

　

６
月
30
日
（
金
）
小
倉
生
涯
学

習
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
今
年

も
新
採
歓
迎
「
う
た
あ
そ
び
会
」

を
開
催
し
、
た
く
さ
ん
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

第
2
赤
間
保
育
園
の
副
主
任
保

育
士
の
木
下
豊
彰
さ
ん
（
キ
ッ
キ
ー

さ
ん
）
の
ギ
タ
ー
に
合
わ
せ
て
、
あ

い
さ
つ
遊
び
の
歌
な
ど
体
を
動
か
し

て
い
る
う
ち
に
、
は
じ
め
て
の
人
と

も
打
ち
と
け
て
い
き
ま
し
た
。
毎

日
子
ど
も
と
関
わ
っ
て
い
る
保
育
士

な
の
で
、
す
ぐ
に
子
ど
も
に
戻
り
、

跳
ん
だ
り
跳
ね
た
り
二
人
組
に
な
っ

て
回
っ
た
り
、
時
に
は
ぎ
ゅ
っ
と
抱

き
合
っ
た
り
全
身
で
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。「
さ
す

が
保
育
士
、

の
り
が
い
い
で

す
」。

　

キ
ッ
キ
ー
さ

ん
か
ら
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
遊
び

を
す
る
う
え
で

の
ポ
イ
ン
ト
や

子
ど
も
の
行
動

や
思
い
の
と
ら

え
方
な
ど
、
先
輩
保
育
士
と
し
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
毛

糸
や
紙
コッ
プ
で
の
遊
び
で
は 

身
近

な
物
で
集
中
し
て
遊
べ
る
こ
と
を
体

験
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
終
了
後

も
歌
を
教
え
て
も
ら
う
な
ど
少
し

で
も
吸
収
し
て
帰
ろ
う
と
す
る
姿

が
あ
り
ま
し
た
。
キ
ッ
キ
ー
さ
ん
か

ら
「
子
ど
も
を
真
ん
中
に
し
た
保

育
を
一
緒
に
考
え
、
作
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

2
時
間
余
り
で
し
た
が 

本
当
に

あ
っ
と
い
う
間
の
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
ま
し
た
。

　

保
育
所
部
会
で
は 

リ
ズ
ム
学
習

会
を
月
1
回
行
い
、
未

満
児
保
育
、
保
育
指

針
の
学
習
会
な
ど
を
計

画
し
、
保
育
士
の
資
質

向
上
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
は
佐

賀
で
行
わ
れ
る
9
月
の

九
州
合
研
で
実
践
報
告

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
と

楽
し
ん
だ
保
育
の
取
り

組
み
を
報
告
す
る
こ
と
は
仕
事
量

も
増
え
、
職
員
も
不
足
し
て
い
る

状
況
の
中
で
苦
労
し
た
と
思
い
ま

す
。
9
月
に
は
応
援
団
と
し
て
多

く
の
参
加
者
を
送
り
出
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

※
キ
ッ
キ
ー
さ
ん
は
も
う
一
人
の
保

育
士
さ
ん
と
ペ
ア
を
組
み
様
々
な
あ

そ
び
歌
を
作
り
Ｃ
Ｄ
を
自
主
出
版

し
た
り 

保
育
雑
誌
に
掲
載
し
て
も

ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

明
日
か
ら
実
践
で
き
る

明
日
か
ら
実
践
で
き
る

う
た
あ
そ
び
会

う
た
あ
そ
び
会

保 育 所
新採歓迎

右から2人目がキッキーさん

最後に記念撮影！

　6月30日（金）に市職労主催の
新採歓迎会を行いました。新採 3
人を含む計 26名の参加で、おいし
い焼肉に酒量もアップ。仕事の悩み
や、ぶっちゃけトークで楽しく交流
しました。今後も定期的にイベント
を開催しますので、皆様是非ご参
加よろしくお願いします。又、市職
労への加入もよろしくお願いします。

こちらも新採歓迎会こちらも新採歓迎会


